
　「思考スキル」は、問題に取り組むことを通じて、みなさんに身につけてほしい力を表したもので

す。思考スキルは、特定の問題に限らず、さまざまな場面で活用することができる大切な力です。

問題につまずいたときには、思考スキルに着目してみましょう。どのような切り口で問題と向き合

えばよいのか、どのように考え進めればよいのか、…など、手がかりをとらえるのに役立ちます。

問題に取り組むとき、活用してみましょう。

○情
じょう

報
ほう

を獲
かく

得
とく

する
　・�問題文から情報や問題の条件を正しくとら

える
　・�図やグラフなどから情報を正しくとらえる

○再現する
　・計算を正しく行う
　・問題の指示通りの操

そう

作
さ

を正しく行う

○調べる
　・�方針を立て、考えられる場合をもれや重複

なく全て探し出す
　・書き出すことを通じて、法則を発見する

○順序立てて筋
すじ

道
みち

をとらえる
　・変化する状

じょう

況
きょう

を時系列で明らかにする
　・�複雑な状況を要素ごとに整理する
　・�前問が後に続く問いの手がかりとなってい

ることを見ぬく

○特
とく

徴
ちょう

的
てき

な部分に注目する
　・等しい部分に注目する
　・変化しないものに注目する
　・�際立った部分（計算式の数、素数、約数、

平方数、…など）に注目する
　・和、差や倍数関係に注目する
　・対

たい

称
しょう

性
せい

に注目する
　・規則や周期に注目する

○一般化する
　・�具体的な事例から、他の状況にもあてはま

るような式を導き出す
　・�具体的な事例から、規則やきまりをとらえ

て活用する

○視
し

点
てん

を変える
　・図形を別の視点で見る
　・立体を平面的にとらえる
　・多角的な視点で対象をとらえる

○特定の状況を仮定する
　・�極

きょく

端
たん

な場合を想定して考える（もし全て○
○なら、もし○○がなければ、…など）

　・�不足を補
おぎな

ったり、余分を切りはなしたりし
て全体をとらえる

　・�複数のものが移動するとき、特定のものだ
けを移動させて状況をとらえる

　・�具体的な数をあてはめて考える
　・�解答の範

はん

囲
い

や大きさの見当をつける

思考スキル
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○知識
　・�情報を手がかりとして、持っている知識を

想起する
　・�想起した知識を正しく運用する

○理由
　・�筆者の意見や判断の根

こん

拠
きょ

を示す
　・�ある出来事の原因、結果となることを示す
　・�現象の背

はい

後
ご

にあることを明らかにする

○置き換
か

え
　・�問いを別の形で言い表す
　・�問題の状

じょう

況
きょう

を図表などに表す
　・�未知のものを自分が知っている形で表す
　・�具体的な数と比を自由に行き来する

○比
ひ

較
かく

　・�多角的な視
し

点
てん

で複数のことがらを比べる
　・複数のことがらの共通点を見つけ出す
　・複数のことがらの差

さ

異
い

を明確にする

○分類
　・�個々の要素によって、特定のまとまりに分

ける
　・�共通点、相

そう

違
い

点
てん

に着目して、情報を切り分
けていく

○具体・抽
ちゅう

象
しょう

　・�文章から筆者の挙げる例、特定の状況や心
情を取り出す

　・ある特
とく

徴
ちょう

を持つものを示す
　・�個々の事例から具体的な要素を除いて形式

化する
　・�個々の事例から共通する要素を取り出して

まとめる

○関係づけ
　・�情報どうしを結び付ける
　・�要素間の意味を捉え、情報を補う
　・�部分と全体のそれぞれが互

たが

いに与えあう影
えい

響
きょう

に目を向ける
　・�ある目的のための手

しゅ

段
だん

となることを見つけ
出す

○推
すい

論
ろん

　・�情報をもとに、論理的な帰結を導き出す
　・�情報をもとに、未来・過去のことを予測す

る
　・�情報を活用して、さらに別の情報を引き出

す

思考スキル
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算数 ─解答と解説

─ 3 ─ ─ 4 ─

小学 4 年  算数 ─ 解答と解説
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（ｍ）

（7）

4

6

（以上） （以下）ア イ cm2

（4） （5）

本

（1） （2） （3）

5
（1） （2）

本 個 個

（1） （2） （3）

7

個 個

（1） （2）

cm2 cm cm2

（1） （2） （3）

8
3

まい まい

（1） （2）

点 点 度

（6） （7） （8）

イ ウ

点

（1） （2）
最も高いとき 最も低いとき

（3）

エ オ

点 点

21 22 23

24

27

25 26

28 29

36 37

30

（完答）33

（完答）31 32

34 35

38 4039

44 4645

47 48

49 （完答）50

41 （完答）42

（完答）43

（配点）　各５点
ただし、　（4）、　（2）（3）、　（2）…順同完全解答
　（6）…順不同完全解答
計150点

2
2

5 8

32

2380

170

27343.8

7500 8499 143

550

141

17 26 29

5 3 9

10 20 10

2 4

31 13 4

20 6

98 2 49.5

9 13

キ ス 72 Ｄ
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【解　説】

1（3）　 A2 �特徴的な部分に注目する �置き換え

　11×23＋11×9＋11×18

＝11×（23＋9＋18）

＝11×50

＝550

（7）　 A2 �知識 �再現する

1km＝1000mなので、2km＝2000mです。

また、1m＝100cmなので、65000cm＝650mです。

　2km－270m＋65000cm

＝2000m－270m＋650m

＝2380m

2（1）　 A1 �調べる �一般化する

数列のとなりどうしの数をくらべると、右の数が左の数より小さく、その差は、

50－42＝8、42－35＝7、35－29＝6、29－24＝5、24－20＝4、と１ずつ小さくなってい

ます。

よって、 ＝20－3＝17

（2）　 A1 �特徴的な部分に注目する �再現する

150÷6＝25（か所）……6mの間かくの数

旗
はた

は線の両はしにも立てるので、間かくの数より１多くなります。

25＋1＝26（本）

（3）　 A2 �置き換え �再現する

例
たと

えば、「36」という整数の十の位
くらい

と一の位の間に小数点を打って「3.6」という小数を作る

と、36は3.6の10倍の大きさになっています。

このように、整数Ａの大きさは小数Ｂの大きさの10倍になります。

ＡからＢを引くということは、

Ｂの10倍からＢを引くことと

同じなので、答えの26.1はＢの

9倍（＝10－1）にあたります。

26.1÷9＝2.9……小数Ｂ

よって、整数Ａは2.9から小数点を取った29です。

A

① 26.1
B

⑩

⑨

算数 ─解答と解説
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（別
べつ

の考え方）

整数Ａの十の位を○、一の位を△とすると、小数Ｂは「○.△」

となるので、Ａ－Ｂの筆算は右のようになります。

この筆算を見ると、△には9、○には2をあてはめればよいこ

とがわかるので、整数Ａは29です。

（4）　 A1 �知識 �再現する

百の位が0～ 4のときは切り捨
す

て、5～9のときは千の位に切り上げられるので、百の位で

四
し

捨
しゃ

五
ご

入
にゅう

すると8000になる整数のはんいは、7500以上8499以下です。

（5）　 A1 �置き換え �再現する

右のように線を引いて３つの長方形に分けます。

4×7＝28（cm2）……左上の長方形の面
めん

積
せき

5×5＝25（cm2）……右上の正方形の面積

（13－7）×15＝90（cm2）……下の長方形の面積

よって、28＋25＋90＝143（cm2）

（6）　 A2 �特徴的な部分に注目する �特定の状況を仮定する

どの辺
へん

とどの辺がつながるかを線で結
むす

んで表

すと右図のようになります。

この図より、点アと重なる頂
ちょう

点
てん

は、点キと点

スであることがわかります。

（別の考え方）

辺エオと辺カオがくっつくことがわかるので、

辺オクで切りはなし、代わりに辺エオと辺カ

オをつけた展
てん

開
かい

図
ず

に直してみます。

すると右図のようになり、色をつけた4つの面

は組み立てたときにつつのようになるので、

点アと重なる頂点が点キと点スであることが

わかります。

2
－

6 .
.
1

15cm

5cm
7cm

5cm

4cm

13cm

ア イ

ウ エ

カ

キケ

コサ

ス

シ

セ

ク

オ

ア イ

ウエ・カ キ

ケ

コサ

ス

シ

セ

ク

クオ
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（7）　 A2 �特徴的な部分に注目する �順序立てて筋道をとらえる

紙を折
お

る前の角度と折ってうつした後

の角度は等しいので、右図のように36

度の角があることがわかります。

また、かげをつけた２つの角は、平行

線の同
どう

位
い

角
かく

なので等しくなります。

よって、角 x＝36×2＝72（度）

（8）　 B1 �情報を獲得する �特徴的な部分に注目する �順序立てて筋道をとらえる

Ａの発言とＣの発言の内
ない

容
よう

は同じで、うそをついているのは１人だけなので、ＡとＣは

本当のことを言っていることがわかります。

よって、Ｄさんの「ＡさんかＣさんがわりました」というのがうその発言だとわかるので、

まどガラスをわったのはＤさんです。

3 　和
わ

差
さ

算
ざん

・分配算は、問題文の内容を頭の中だけで考えるのはわかりにくいかもしれません。

問題文の内容を図に表すなどして目で見てわかるようにすれば、どう考えればよいのかがわ

かりやすくなります。

（1）　 A1 �情報を獲得する �置き換え

問題文の内容を線分図に表す

と右のようになります。

この図より、ハヤトさんはサ

ヤカさんより、2＋7＝9（まい）

多く持っているとわかります。

（2）　 A2 �情報を獲得する �置き換え

50－9－2＝39（まい）……サヤカさんのまい数の３倍

39÷3＝13（まい）

4 　規
き

則
そく

性
せい

の問題では、小さい数の場合（ここでは、六角形の数が少ない場合）に数がどのように

変
か

わっていくのかをしんちょうに調べることが大切です。また、わり算の式を立てるときは、

商や余
あま

りが何を表しているのかをよく確
たし

かめながら解
と

き進めましょう。

（1）　 A1 �調べる �一般化する

右図のように、１個
こ

目の六角形

を作るには６本のぼうを使いま

すが、２個目から後は、５本ず

つつけ加
くわ

えていけば作れます。

36°
36°

x

ハヤト
７まい

50まいミオ
２まい

サヤカ

……

算数 ─解答と解説
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つけ加える六角形は6－1＝5（個）なので、使うぼうの本数は、6＋5×5＝31（本）

（2）　 A2 �特徴的な部分に注目する �一般化する

（66－6）÷5＝12より、つけ加える六角形が12個なので、できる六角形は1＋12＝13（個）

（3）　 B1 �特徴的な部分に注目する �順序立てて筋道をとらえる �一般化する

18÷5＝3あまり3より、できた六角形の個数は作ろうとしていた六角形の個数より、

3＋1＝4（個）少ないとわかります。

（参
さん

考
こう

）18本足りないということを図に表すと下のようになります。

5 　ルールが書かれている問題では多くの場合、見本となる例
れい

が書かれています。ルールを読む

ときは必
かなら

ずその例も見て、正しく読み取るようにしましょう。

　 　また、パズルのような問題では「すぐに決まる場所」を探すことが大切です。（3）では、上の段
だん

のマスから順
じゅん

に数字が決まっていくことに気づきましたか？

（1）　 A2 �情報を獲得する �再現する �調べる

5＋1＝6、1＋8＝9、8＋3＝11より、下から２段
だん

目は、左から順

に6、9、1となります。

6＋9＝15、9＋1＝10より、下から３段目は、左から順に5、0と

なります。

5＋0＝5より、アに入る数字は 5です。

（2）　 B1 �特徴的な部分に注目する �順序立てて筋道をとらえる �調べる

まず、右のように一部のマスに入る数字が決まります。

次に、図のＡは、A＋6の一の位が4となることから、

Ａ＝14－6＝8とわかります。

さらに、図のＢは、B＋8の一の位が8となることから、

Ｂ＝8－8＝0とわかります。

よって、イ＋7の一の位が0となるので、イ＝10－7＝3と

わかります。

18本

……

4 イ 7 1 7

8 8

A 6

4

ウ

B

4 3 7 1 7

C 8 8

D 8 6

E 4

ウ

0

5 1 8 3

6 9 1

5 0

5
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ここまでで右図のように決まるので、後は下から順に

空いているマスをうめていくと、Ｃは4＋3＝7、Ｄは7＋0＝7、

Ｅは7＋8＝15より5となり、5＋4＝9より、ウに入る数字は9

とわかります。

（3）　 B2 �特徴的な部分に注目する �順序立てて筋道をとらえる �調べる

上の段のマスに入る数字から順に考えます。

下の図１のようにＦ、Ｇ、Ｈを決めると、まず、2＋Ｆの一の位が１なので

Ｆ＝11－2＝9とわかります。

次に、Ｈ＋3の一の位が9なのでＨ＝9－3＝6、さらに、Ｇ＋6の一の位が2なので

Ｇ＝12－6＝6とわかります。

このように、上の段から順に決まる所を次々に求
もと

めていくと、下の図２、図３のように

なります。よって、エには 2、オには 4が入ります。

6 　複
ふく

数
すう

の図形が組み合わさっている問題を考えるときは、自分がどの部分の長さや面積を求め

ているのかを確かめながら解き進めましょう。そのとき、わかったことを図に書きこみなが

ら解き進めるようにすると、つまらないミスを防
ふせ

ぐことができます。また、この問題を通し

て直角二等辺三角形の特
とく

ちょうもつかんでおきましょう。

（1）　 A2 �情報を獲得する �特徴的な部分に注目する �再現する

直角二等辺三角形は、直角を作る２辺の長さが等しいので、BC＝AC＝14cmです。

14×14÷2＝98（cm2）

4 イ 7 1 7

8 8

A 6

4

ウ

B

4 3 7 1 7

C 8 8

D 8 6

E 4

ウ

0

図１

エ 6 オ

5

4

Ｇ Ｈ 3

2 Ｆ

1 図２

エ 6 オ

5

4 2 4 9

6 6 3

2 9

1 図３

2 5 2 3 6 4

7 7 5 9 0

4 2 4 9

6 6 3

2 9

1
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（2）　 B1 �特徴的な部分に注目する �順序立てて筋道をとらえる �置き換え

右の図のように、線と線が交わる点をＧ、Ｈ、

Ｉとします。

三角形GBEは直角二等辺三角形になり、

BE＝GE＝5cmです。

よって、EC＝14－5＝9（cm）とわかるので、

CF＝11－9＝2（cm）です。

（3）　 B2 �特徴的な部分に注目する �順序立てて筋道をとらえる �置き換え

三角形HBFの面積から三角形GBEと三角形ICFの面積を引いて求めます。

三角形HBFは、角B＝角F＝45°なので直角二

等辺三角形とわかります。また、BF＝5＋11＝

16（cm）です。

直角二等辺三角形は、右の図のように半分にす

る線を引くと、分けてできる２つの三角形も直

角二等辺三角形になるという特ちょうがあります。

よって、点HからBFにすい直な線を引くと、その線の長さは16÷2＝8（cm）になります。

16×8÷2＝64（cm2）……三角形HBFの面積

5×5÷2＝12.5（cm2）……三角形GBEの面積

2×2÷2＝2（cm2）……三角形ICFの面積

64－（12.5＋2）＝49.5（cm2）

7 　立体の内
うち

側
がわ

やうら側の見えないところがどのようになっているか、気をつけて調べることが

大切です。下の解
かい

説
せつ

を読んで、どのようにすると見えないところまで正
せい

確
かく

にようすをつかむ

ことができるのか、工夫の仕方を考えてみましょう。

（1）　 A2 �情報を獲得する �特定の状況を仮定する

この立体には、たてに４個積
つ

んである所が１か所、たて

に３個積んである所が２か所、たてに２個積んである所

が３か所、１個だけの場所が４か所あります。

4×1＋3×2＋2×3＋1×4＝20（個）

A

D
H

G

I

B FE C

14cm

5cm

11cm

45°

1

2

3 3

4

2 2

1 1 1
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（2）　 B2 �特徴的な部分に注目する �順序立てて筋道をとらえる �特定の状況を仮定する

立方体には６つの面があるので「外側に４つの面が見え

ている立方体」は、「２つの面が他の立方体とくっついて

いる立方体」ともいえます。

２つの面が他の立方体とくっついているものは、右の図

の○でかこんだ６個です。

（参
さん

考
こう

）

内側のようすをわかりやすくするために、上から１段目、２段目、３段目、４段目と分

けてみます。

それぞれの立方体について、外側にいくつの面が見えているかを数字で書きこむと下の

ようになります。これを見ても、答えが６個であることがわかります。

8 　この問題も5と同じように、まずは例をよく読んでルールを正しくつかみましょう。

　 　（2）では、どうすると点数が高くなったり低くなったりするのか、試
ため

しながら仕組みを考える

ことが大切です。

（1）　 A2 �情報を獲得する �調べる �再現する

ルール通りに点数をつけていくと、各マスの

記号の点数は右のようになります。

3×1＋2×1＋1×5＋0×2＝10（点）

4段目

3 2 2

2 1

2

5

4

4

5

３段目

2 1

1

4

3

4

２段目

2

4

4

上から１段目

5

１点

１点 １点

３点

２点 ０点

１点 １点 ０点

×

×
×
×

算数 ─解答と解説
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（2）　 B2 �特徴的な部分に注目する �順序立てて筋道をとらえる �調べる

空いているマスを、右の図１のようにア～オと

します。

このルールで点数をつけていく場合、同じ記号

がとなり合っている場所が多ければ多いほど点

数が高くなることがわかります。

すでに記号が決まっている所だけを見ると、ア

の周
まわ

りは×が多く、イやウの周りは○も×も同

じだけあり、エやオの周りは○が多くあります。

よって、点数を高くしたければ、アに×、エに○、

オに○を入れればよいとわかります。

さらに、エに○を入れることでイの周りは○が

多くなるのでイに○を、アに×を入れることで

ウの周りは×が多くなるのでウに×を入れると

よいこともわかります。

すると図２のようになり、このときの点数は20

点で、これが最高点になります。

一方、点数を低くしたければ、アに○、エに×、

オに×を入れればよいとわかります。

さらに、エに×を入れることでイの周りは×が

多くなるのでイに○を、アに○を入れることで

ウの周りは○が多くなるのでウに×を入れると

よいこともわかります。

すると図３のようになり、このときの点数は10

点で、これが最低点になります。

図１

×ア イ

エウ

オ
×

×
○

○○

○

図２

カッコの中は、そのマスの点数

○
（1） （1）
○
（2）

○
（2）

○
（2）

○
（3）

○
（3）
○
（1）

×
（2）
×

（1）
×
（2）
×

（0）
×

図３

カッコの中は、そのマスの点数

○
（0） （1）
○
（1）

○
（0）

○
（0）

○
（1）
○
（1）

×

（2）
×

（1）
×

（1）
×

（1）
×

（1）
×
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